
 国 立 高 専 機 構 に お け る 業 務 一 元 化

中 期 計 画
○ 法人としてのスケールメリットを生かし、事務の効率化・合理化を図る

○ 財務会計管理、人事管理、給与管理について一元的な共通システムを構築する

企画委員会

業務改善委員会
（平成１７年度設置）

55高専－１法人化のメリットや

業務の簡素化・効率化を図り、

具体の規則や取扱を検討する。

庶務部門
（総務・人事系業務）

会計部門
（会計・施設系業務）

学務部門

三

部

門

中間報告（平成１７年１２月）

庶務部門（検討事項） ７件
・共済業務（長期・短期）の一元化

・給与関係規則の柔軟化、各種手当

の認定方法や書式の見直し

・多様な勤務形態の導入や事例集

の作成

・兼業の取扱の見直し

・任期付き採用を含む教職員の多様な

採用方法について

・各種研修の見直しや自己啓発支援

制度の導入

・懲戒処分権限と処分手続等の確立

会計部門（検討事項） ８件
・資金管理の一元化

（ワーキンググループ（ＷＧ）の設置）

・学納金の収納業務の一元化

（ＷＧの設置）

・窓口収納の廃止

・旅費業務のアウトソーシング

（ＷＧの設置）

・事務用消耗品、用紙類等の

本部一括契約

・契約方式の弾力化

・財務会計システムの改修

（ＷＧ設置）

・本部施設課と各校施設係の業務

事務センター設置準備室 （平成１８年度設置）

◎ 共済事務・人事給与システム一元化プロジェクト

◎ 支払・収納・旅費一元化プロジェクト
共済支部一元化係、人事給与システム一元化係、事務情報システム係

経理一元係

本 部 管 理 課
共 済 業 務 ５５高専の共済支部を廃止し、高専機構１支部に統合

（平成１９年４月 運用開始）
一元化の成果；機構全体で業務時間数が約４８％減

共済システム維持費を約300万円削減

人事給与業務 ５５高専の給与計算、給与支給、各種手当の認定、

年末調整等を本部に集約（平成19年10月運用開始）

一元化の成果；機構全体で業務時間数が約17％減

電子計算機借料を約18,000万円削減

支 払 業 務 ５５高専の支払業務を本部に集約

運営費交付金を対象に運用開始 （平成１９年４月）

人件費開始 （平成１９年１０月）

外部資金を含め全体一元化開始 （平成２０年４月）

一元化の成果；機構全体で業務時間数が約23％減

振込手数料を約1,500万円削減

収 納 業 務 ５５高専の授業料、寄宿料、預り金等を本部において

一元的収納 （平成２０年４月 運用開始）

一元化の成果；機構全体で業務時間数が約11％減

資金管理により利息収入が1,500万円増

旅 費 業 務 ５５高専の旅行者によるＷｅｂからの入力、本部集中

計算方式を導入 （平成２０年４月 運用開始）

一元化の成果；システム維持費を約900万円削減

日当・宿泊地等の見直しにより6,500万円節減

○ 共済業務、人事給与業務 （平成２０年１１月２８日検証報告）

○ 支払業務 （平成２１年 ３月 ５日検証報告）

○ 旅費業務 （平成２１年１１月３０日検証報告）

○ 収納業務 （平成２２年 2月２６日検証報告）

（平成１９年度設置）

検証プロジェクト （平成２０年度設置）


